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研究成果概要 
本研究は、ボリビアとの共同で2019年度から開始するALPACA実験をベース

に、大気電場測定器、電磁波センサーなど環境モニターを設置して、落雷お

よび雲放電現象と宇宙線強度の関係を調べることを目的とする。ALPACA実験

は準備研究段階に入っており、2018年度後半には1.0m2のシンチレーション検

出器45台から成る空気シャワーアレイのプロトタイ

プ（ALPAQUITA）を建設し、年度内にはおよそ8,000m2

の観測装置が完成する予定であった。しかしながら、

現在、日本から輸送した必要な資材および測定装置な

どが現地に届いて、現地で作業が進める状況になって

いるが、観測サイトの天候不順や受け入れ側のボリビ

アチームの準備などより、予定が遅れており、2019年

度に建設を開始することになっている。図1は現地で

の電力の確保、GPS測量など準備を進めている様子で

ある。今後、順調に進めば、2019年度内には、この実

験サイトの制御室付近に、大気電界測定器としてフィ

ールドミル大気電界計、雷センサー、気温、湿度、雨

量、風量、UV、日照および環境放射線を測定する環境

モニターステーションを製作し、データ収集システム

を構築する予定である。	
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図 1 発電所から観測
サイトまで電力が引か

れた様子と GPS 測量
の様子 


